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【概要】
●ドミニカ（共）は、長年送配電に問題を抱えているところ、本年４月のラケル・ペーニャ
副大統領の実務訪問賓客による訪日機会を捉え、在京大を通じたアレンジにより、同
副大統領と東京電力小早川社長が会談。副大統領より、ドミニカ（共）における送配電
に対する支援要請があり、送配電ロス削減に係るセミナー実施が合意され、実現に
至ったもの。

●同セミナーには、アルバレス外務大臣、アルモンテ・エネルギー鉱山大臣、イサ経済
企画開発大臣が出席し、高木大使が冒頭挨拶を行った。

●本件セミナーに先立ち当国を訪問した東京電力関係者に対し、高木大使より、当国の
政治情勢、ビジネス展開の可能性等に関する情報提供を行った。

開催日： 令和５年８月２５日
場 所： ドミニカ（共）外務省コンベンションセンター
主催（共催）：東京電力、在京ドミニカ（共）大使館、ドミニカ（共）外務省
協力：在ドミニカ（共）大使館、在ドミニカ（共）JICA事務所

在ドミニカ共和国大使館

【その他】

【結果・評価】
●セミナーには当国電力セクター関係者約80名の参加があり、当地主要紙、ニュース
番組等でも好意的に取り上げられた。

●東電が、他国で約30％の電力ロスを削減した実例を踏まえた説明は、当国電力セク
ター関係者に好評であった。

●副大統領の依頼を受けて実施されたセミナー開催は、ドミニカ（共）政府側に好意的
に受け止められた他、東電によるJICA技協への提案や、当国における電力ビジネス
を検討するきっかけともなった。

●当国を訪問した児島東電副社長は、アルバレス外務大臣、アルモンテ・エネルギー鉱
山大臣等とも会合（いずれも高木大使同席）。
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